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本年もよろしく

            お願いいたします

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
業
務
に
精

励
し
、
ま
た
、
県
職
労
運
動
へ
結
集
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
員
の
皆
様

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

25
確
定
闘
争
で
は
、
全
世
代
に
お
け
る
１
万
円
前
後
の
賃
上
げ
と
獣

医
師
初
任
給
調
整
手
当
の
改
善
、
危
機
事
案
に
関
す
る
独
自
要
求
書
を

掲
げ
て
１
年
間
求
め
続
け
た
結
果
の
防
疫
作
業
手
当
の
大
幅
引
き
上
げ

な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
の
結
集
に
よ
り
多
く
の
改
善
成
果
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
通
勤
手
当
改
定
に
か
か
る
４
月
不
遡
及
・
総
合
案
内
員
の
任

用
修
了
に
つ
い
て
は
、
当
局
提
案
に
対
し
て
「
妥
結
で
き
な
い
」
と
の

判
断
を
行
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
提
案
理
由
及
び
根
拠
が
職
場
現
状
と

乖
離
・
矛
盾
し
て
お
り
、
合
意
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

継
続
課
題
と
し
て
当
局
を
追
及
し
て
い
き
ま
す
が
、
県
職
労
は
今
後
も

現
場
目
線
で
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

戦
後
80
年
目
だ
っ
た
昨
年
、
本
来
で
あ
れ
ば
平
和
憲
法
の
理
念
を
活

か
し
た
安
心
社
会
へ
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
べ
き
年
に
、
高
市
首

相
は
就
任
直
後
か
ら
、
防
衛
費
予
算
の
大
幅
増
と
そ
の
時
期
の
前
倒
し
、

非
核
三
原
則
の
見
直
し
や
武
力
行
使
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
含
む
安
保

３
文
書
の
改
定
な
ど
を
唱
え
、
隣
国
感
情
を
煽
り
な
が
ら
、
争
い
の
な

い
平
和
な
社
会
で
は
な
く
、
武
力
を
盾
に
し
た
「
強
さ
自
慢
」
で
の
他

国
牽
制
に
走
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
戦
後
満
80
年
。
真
の
平
和
社
会
構

築
へ
の
節
目
の
年
と
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
働
く
者
の
視
点
と
地
域
住
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
行

政
機
能
の
発
揮
に
向
け
、
現
在
連
合
岩
手
の
副
事
務
局
長
を
務
め
て
い

る
「
今
野
よ
し
ふ
み
」
さ
ん
が
、
３
月
１
日
告
示
の
奥
州
市
議
会
議
員

選
挙
に
立
候
補
す
る
決
意
を
固
め
、
県
職
労
と
し
て
も
組
織
内
擁
立
を

決
定
し
ま
し
た
。
現
職
の
野
中
盛
岡
市
議
と
同
期
の
今
野
さ
ん
。
２
人

目
の
組
織
内
議
員
誕
生
へ
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
午
年
で
す
。
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
く
と
言
っ
た
日
本
の
ト
ッ

プ
も
お
り
ま
す
が
、
目
の
前
の
人
参
に
向
け
て
た
だ
走
ら
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
３
５
０
度
も
見
渡
せ
る
と
言
わ
れ
る
馬
の
目
の
よ
う
に
視
野

を
広
く
持
ち
、
し
っ
か
り
と
着
実
に
地
を
踏
み
し
め
な
が
ら
要
求
獲
得

に
向
け
て
駆
け
上
が
っ
て
い
け
る
よ
う
、
組
合
員
の
皆
様
と
共
に
、
県

職
労
運
動
前
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
の
連
帯
と
組
織
強
化

に
向
け
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 中央執行委員長

小田嶋　智昭
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中
央
執
行
委
員
長　

小
田
嶋　

智　

昭

（
胆
江
支
部
・
土
木
部
分
会
）　
　

副
中
央
執
行
委
員
長　

小　

澤　

豊　

和

（
県
庁
支
部
・
都
市
計
画
課
分
会
）

副
中
央
執
行
委
員
長　

佐
々
木　

辰　

治

（
県
庁
支
部
・
建
築
住
宅
課
分
会
）

書　
　

記　
　

長　

藤　

村　

秀　

樹

（
県
庁
支
部
・
都
市
計
画
課
分
会
）

書　

記　

次　

長　

北　

崎　

秀　

典

（
久
慈
支
部
・
県
北
広
域
振
興
局
水
産
部
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

須　

藤　
　
　

開

（
釜
石
支
部
・
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

福　

士　
　
　

誠

（
盛
岡
支
部
・
産
業
技
術
短
期
大
学
校
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

長　

澤　

萌　

基

（
県
庁
支
部
・
市
町
村
課
分
会
）　

中
央
執
行
委
員　

宮　

野　

俊　

一

（
県
庁
支
部
・
管
財
課
分
会
）　
　

中
央
執
行
委
員　

久　

保　

寿　

昌

（
県
庁
支
部
・
下
水
環
境
課
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

菊　

池　
　
　

圭

（
県
庁
支
部
・
健
康
国
保
課
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

鍬　

形　

幸　

平

（
気
仙
支
部
・
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
南
部
園
芸
研
究
室
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

石　

井　

望　

夢

（
県
庁
支
部
・
農
村
計
画
課
分
会
）

中
央
執
行
委
員　

渡　
　
　

航　

太

（
久
慈
支
部
・
県
税
室
分
会
）　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
庁
支
部
長　

小
田
島　
　
　

淳

（
河
川
課
分
会
）　
　
　
　
　
　
　

   

盛
岡
支
部
長　

佐　

藤　

嘉　

彦

（
盛
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

花
巻
支
部
長　

畠　

山　

貴　

弘

（
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
分
会
）　
　

北
上
支
部
長　

内　

藤　

善　

美

（
中
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
分
会
）

胆
江
支
部
長　

佐
々
木　

琢　

磨

（
県
南
広
域
振
興
経
営
企
画
部
分
会
）

一
関
支
部
長　

佐　

藤　

勝　

志

（
一
関
県
税
セ
ン
タ
ー
分
会
）　
　

気
仙
支
部
長　

高　

橋　

達　

也

（
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）　

釜
石
支
部
長　

藤　

原　
　
　

彰

（
沿
岸
広
域
振
興
局
経
営
企
画
部
分
会
）

宮
古
支
部
長　

遠　

藤　
　
　

敬

（
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
分
会
）

久
慈
支
部
長　

大　

﨑　

勝　

弘

（
県
北
広
域
振
興
局
林
務
部
分
会
）

二
戸
支
部
長　

髙　

橋　

義　

博

（
二
戸
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）　
　

2
0
2
６
年 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
は
、
盛

岡
地
方
振
興
局
土
木
部
葛
巻
出

張
所
、
安
代
駐
在
、
松
尾
駐
在

の
統
合
に
よ
り
２
０
０
３
年
４

月
に
「
盛
岡
地
方
振
興
局
土
木

部
岩
手
出
張
所
」
と
し
て
設
置

さ
れ
、
２
０
１
０
年
４
月
「
岩

手
土
木
セ
ン
タ
ー
」
へ
名
称
変

更
、
そ
の
後
の
広
域
振
興
局
移

行
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

所
在
地
は
岩
手
町
五
日
市
地
内

の
旧
岩
手
保
健
所
で
、
職
員
23

人
・
会
計
年
度
任
用
職
員
６
人

が
在
籍
し
、
所
管
区
域
は
、
八

幡
平
市
・
岩
手
町
・
葛
巻
町
の

１
市
２
町
で
香
川
県
よ
り
少
し

小
さ
な
面
積
で
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
快
適
に

暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
と
、
地

元
産
業
の
経
済
活
動
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
、
道
路
や
河
川
の
整

備
と
適
正
な
維
持
・
管
理
、
土

砂
災
害
や
岩
手
山
の
噴
火
に
対

す
る
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
の

業
務
に
全
員
が
力
を
合
わ
せ
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
十
和
田
八
幡
平
国

立
公
園
、
温
泉
、
ス
キ
ー
場
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
す
。
と
く
に
「
雪
の
回

廊
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名
な

八
幡
平
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
の

春
先
除
雪
も
当
セ
ン
タ
ー
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

　

県
職
労
に
は
数
多
く
の
分
会
が
あ
り
、
そ
の
規
模
も
職
種
も

様
々
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
、
第
一
線
で
日
々
仕
事
を
し

な
が
ら
、
職
場
環
境
の
改
善
を
求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
県
庁
支
部
「
競
馬
改
革
推
進
室
（
新
庄
）
分
会
」
、

盛
岡
支
部
「
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
」
、
釜
石
支
部
「
岩
手

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会
」
の
３
分
会
を
紹
介
し
ま
す
。

▲岩手県水産技術センター分会のみなさん

▲競馬改革推進室（新庄）分会のみなさん

岩 手 土 木 セ ン タ ー 分 会
岩 手 県 水 産 技 術 セ ン タ ー 分 会

競 馬 改 革 推 進 室 （ 新 庄 ） 分 会

▲岩手土木センター分会のみなさん

２
０
２
６
年
は
丙
午
、
火
の
性

質
が
重
な
る
干
支
と
い
う
こ
と

岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会

自
然
と
人
と
地
域
の

　
豊
か
な
調
和
を
目
指
し
て

職
場
紹
介

な
の
で
、
炎
の
よ
う
な
『
情

熱
』
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　

競
馬
改
革
推
進
室
（
新
庄
駐

在
）
は
岩
手
県
競
馬
組
合
に
駐

在
し
、
岩
手
競
馬
の
運
営
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
８
人
の

職
員
が
駐
在
し
て
い
ま
す
。

　

岩
手
競
馬
は
、
盛
岡
競
馬
場
、

水
沢
競
馬
場
の
２
場
で
交
互
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

盛
岡
競
馬
場
は
、
地
方
競
馬

唯
一
の
芝
コ
ー
ス
を
持
つ
競
馬

場
で
す
。
ゆ
と
り
・
自
然
・
ふ

れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
し
た
緑
鮮

や
か
な
競
馬
場
で
す
。
地
方
競

馬
屈
指
の
偉
容
を
誇
る
場
内
は

い
つ
も
競
馬
フ
ァ
ン
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
沢
競
馬
場
は
、
盛

岡
競
馬
場
と
比
べ
る
と
比
較
的

昔
の
ま
ま
の
姿
を
残
し
て
お
り
、

い
か
に
も
地
方
競
馬
ら
し
い
、

ど
こ
と
な
く
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

競
走
馬
の
走
る
姿
は
美
し
く
、

力
強
く
、
見
る
人
々
を
魅
了
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
感
じ
た
こ

と
の
な
い
非
日
常
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
一
度

競
馬
場
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

競
馬
改
革
推
進
室
（
新
庄
）
分
会

競
馬
場
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
　
　
　
　
非
日
常
を
体
験

　

岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

は
釜
石
市
に
位
置
す
る
水
産
業

専
門
の
公
設
試
験
研
究
機
関
で

す
。
岩
手
県
水
産
試
験
場
か
ら

名
称
と
位
置
を
変
え
、
１
９
９

４
年
（
平
成
６
年
）
に
現
在
の

姿
で
開
所
し
ま
し
た
。

　

当
所
は
、
総
務
部
、
企
画
指

導
部
、
水
産
業
普
及
指
導
員
、

漁
業
資
源
部
、
利
用
加
工
部
、

増
養
殖
部
、
漁
場
保
全
部
、
岩

手
丸
及
び
北
上
丸
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
海
洋
環
境
調
査
や

水
産
資
源
の
造
成
技
術
開
発
、

獲
れ
た
水
産
物
の
利
用
加
工
か

ら
漁
業
経
営
の
分
析
ま
で
全
60

人
で
幅
広
い
試
験
研
究
調
査
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
は
「
高
水
温

で
サ
ケ
が
獲
れ
な
い
」
「
ウ
ニ

が
大
量
発
生
し
て
身
入
り
が
少

な
い
」
「
貝
毒
が
長
期
化
し
て

ホ
タ
テ
が
出
荷
で
き
な
い
」
な

ん
て
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
近
年

は
、
異
常
な
ほ
ど
の
高
水
温
を

は
じ
め
海
洋
環
境
が
劇
的
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
先
行
き
が
不
透
明
な

状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
水
産
業
の

試
験
研
究
調
査
が
今
ま
で
以
上

に
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水

産
技
術
セ
ン
タ
ー
は
技
術
を
も

っ
て
岩
手
の
水
産
業
を
「
海

拓
」
し
て
い
き
ま
す
。

岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
分
会

激
変
す
る
海
洋
環
境
に
抗
え
！ 

明
日
の
岩
手
を
技
術
で
「
海
拓
」

参議院議員

岸　まきこ
自治労組織内（立憲民主党）

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
ご
支
援
、
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
夏
の
参
院
選
で
自
治
労
の

議
席
を
死
守
し
、
２
期
目
に
入

り
ま
し
た
。

　

６
年
５
ヵ
月
の
間
に
安
倍
・

菅
・
岸
田
・
石
破
・
高
市
総
理

と
毎
年
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
岸
田
政
権
ま
で
は
一

強
他
弱
の
国
会
情
勢
で
あ
っ
た

た
め
、
自
治
労
に
と
っ
て
も
望

ま
ざ
る
地
方
自
治
法
改
正
や
健

康
保
険
証
廃
止
を
含
む
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
法
改
正
な
ど
、
数
の
力

で
可
決
さ
れ
悔
し
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

石
破
政
権
時
は
、
衆
院
選
で

自
民
党
が
大
敗
し
少
数
与
党
と

な
り
、
野
党
の
協
力
が
な
け
れ

ば
法
案
も
予
算
も
通
ら
な
い
た

め
、
法
案
の
修
正
が
実
現
し
ま

し
た
。
中
で
も
２
０
２
５
年
度

予
算
で
は
、
政
府
が
唐
突
に
打

ち
出
し
て
き
た
高
額
療
養
費
の

引
き
上
げ
を
参
議
院
で
の
質
疑

に
よ
り
石
破
政
権
を
立
ち
止
ま

ら
せ
、
参
議
院
で
再
修
正
し
、

衆
議
院
に
回
付
と
い
う
現
行
憲

法
下
で
初
め
て
の
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
熟
議
の
国
会
か
ら
一

転
、
昨
秋
誕
生
し
た
高
市
政
権

は
強
さ
を
打
ち
出
し
、
非
寛
容

な
姿
勢
に
危
う
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
度
補
正
予

算
は
18
・
３
兆
円
、
う
ち
11
・

７
兆
円
が
新
規
国
債
頼
み
、
内

容
も
物
価
高
対
策
は
重
点
支
援

地
方
交
付
金
で
自
治
体
へ
丸
投

げ
、
防
衛
費
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

水
準
の
前
倒
し
、
財
政
法
29
条

「
緊
要
性
」
と
い
う
言
葉
は
何
処

へ
や
ら
と
い
う
も
の
で
し
た
。
積

極
財
政
が
円
安
を
加
速
さ
せ
物

価
高
が
続
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
市
答
弁
に
よ
る
日

中
関
係
の
悪
化
、
安
保
三
文
書

の
見
直
し
、
ス
パ
イ
防
止
法
と

い
う
名
の
市
民
の
思
想
や
行
動

監
視
法
制
、
労
働
時
間
規
制
の

改
悪
、
憲
法
改
正
な
ど
、
戦
後

80
年
続
い
た
平
和
を
壊
さ
れ
か

ね
な
い
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

ま
す
。

　

今
年
の
通
常
国
会
は
、
高
市

政
権
と
対
峙
し
、
地
域
住
民
の

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
ネ
ッ
ト
上
の

も
う
１
つ
の
リ
ア
ル
な
世
界
を

含
め
政
治
の
難
し
さ
を
感
じ
ま

す
が
、
組
合
員
・
家
族
の
暮
ら

し
、
地
方
を
守
る
た
め
、
「
鬼

木
ま
こ
と
」
さ
ん
と
と
も
に
今

年
も
現
場
主
義
で
頑
張
り
ま
す
。

地
方
を
守
る
た
め
、
今
年
も

　
　
現
場
主
義
で
頑
張
り
ま
す
！
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